
0

野村週報 2024年2月13日号

10

SNSはいまや情報収集・発信の手段として多くの

人が日常的に使うようになりました。しかし、そこに潜

むリスクやトラブルを熟知している人は意外と少ない

もの。特に企業となると注意が必要です。

イー・ガーディアンは、食品・飲食業界向けにSNS

のリスク投稿を即時に検知・報告し対応のサポート

まで行う｢SNSリスク即時検知サービス｣を開始しま

した。定常的なSNS監視を24時間365日体制で

実施し、炎上になりそうなリスク投稿を検知後10分

以内に一時報告、監視体制の強化や対応アドバ

イス、炎上対策で特に重要となる｢最初の1時間・8

時間｣に向けたサポートなどを行います。他にも動画

サイトのアップロード状況やコメントを監視できるため、

昨今問題になっているフェイクニュースなども幅広く検

知可能。また、オプションとして社員や各店舗従業

員向け教育セミナーの実施や、リスク検知時のレ

ポートラインや共有情報・対応方法の整理など危

機管理体制の構築も支援します。

フーバーブレインが開始したのは、｢従業員のセキュ

リティ意識(ヒト・セキュリティ)の向上が会社を守る｣を

コアコンセプトとした「FB SAT」。セキュリティ対策の

実態を可視化し、従業員の｢ヒト・セキュリティ｣の向

上を支援するセキュリティサービスシリーズで、セキュ

リティ診断による網羅的なセキュリティリスクの可視

化をはじめ、セキュリティ教育による会社全体のセ

キュリティリテラシー向上、サイバー攻撃体験によるセ

キュリティ意識の醸成を図ります。そして、同社の既

存サービスである、場所を問わず社員が使うPC端

末の操作情報の自動取得ができるクラウド型サービ

ス「Eye“247” Work Smart Cloud」による業務実

態に潜むリスクチェックを組み合わせた｢意識改革サ

イクル｣を実現します。

仕事でもメールやSNSは頻繁に使用するもの。当

たり前になった今こそ、手厚いサポートが求められて

いるはずです。
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